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米軍経ケ岬通信所等新型コロナ感染に対する米軍、日本政府の対応に強く抗議し、

実効性ある緊急対策を求める申し入れ 

 

               日本共産党京都府会議員団  団長 原田 完  

 

日本共産党京丹後市会議員団 団長 田中邦生     

  

 

 8月13日、米軍経ケ岬通信所に関連して新たに米軍人・軍属２名が新型コロナウイルスに感染

していることが確認された。これにより感染者は、京都府が発表した５名と米軍が発表した10名

と合わせて15名（８月18日現在）となった。新たな感染者は、米軍検査と発表によるものだが、 

近畿中部防衛局は7日の安全安心連絡会で「米軍は軍人に関してはPCR検査を終了している」と

報告したが、発生はその後でありPCR検査や隔離など感染防止策にいっそう疑念を持たせるもの

である。7日に判明した米軍属感染者は、米軍の検査ではなく、発熱により医療機関受診で感染が

判明し、京都府が感染確認をしたものである。 

これらの感染者発生は極めて深刻な問題を示している。４日、近畿中部防衛局桝賀局長が中山

京丹後市長に対し「軍人・軍属の感染経路はすべて把握している」と述べ、さらに感染発表直前の

7日午後に京丹後市で開催された「安全・安心対策連絡会」で、米軍は「極めて深刻に受け止めて

おり、可能な限り対応している」とコメントを出し、防衛省・近畿中部防衛局は「米軍と連携し府

保健所が行う感染症拡大防止措置の実施に全力を挙げる」と表明した。しかし、米軍は新たに感

染が確認された軍人や軍属について、濃厚接触者の特定や隔離を行わず、PCR検査も実施してい

なかった可能性が高い。米軍や防衛省・近畿中部防衛局が正確で詳細な情報を住民に明らかにし

ないまま進めてきた「感染防止対策」の信頼性と実効性、それを是としていた京都府や京丹後市

の姿勢が根本から問われ、現状の対策では感染拡大の危険性を阻止できないことが明らかになっ

た。 

日本共産党府会議員団は、最初の感染者が発生以前の 7 月 13 日に府に対して米軍基地でのコ

ロナ感染発生の危険性を指摘し、情報公開を含め対策を強く要望した。その後も京丹後市会議員

団とともに経ヶ岬通信所のコロナ感染について、府や市が米軍や防衛省に対し毅然とした態度で

臨むこと、責任を持った対応を行うことを強く求めてきた。しかしながら今回の事態に至ったこ

とに満身の怒りを持って抗議するものである。 

 すでに米軍基地はクラスター状態となっている。しかも、米軍人・軍属は、基地外の住宅に居住

し、日常生活を営んでおり、周辺住民への感染が広がる可能性があり、事態は切迫している。ま

た、市民からは依然として「マスクしないで買い物をしている」「行動制限が言われているのに、

集団で海水浴に来ている」など、不安や怒りの声が連日寄せられ、不安や疑心暗鬼が広がり、日常

生活や地域経済にも重大な影響が出ている。 



このため、わが党議員団は、改めて、的確な感染防止策を進め、これ以上感染拡大を広げないた

めに以下の点を強く求めるものである。 

 

  

１、米軍感染者の感染に係る詳細情報、来日時期、感染経路や行動履歴などを詳細に明らかにす

ること。日米地位協定の抜本的見直しはもちろん、他の米軍基地とは違い、全員が基地外に生

活している状況を踏まえ、緊急事態に対応する特例的対応など日米間で協議、合意するよう求

めること。 

 

２、クラスターを封じ込めるため、すべての米軍基地に関わる軍人・軍属とその家族、労働者、工

事関係者など全員のＰＣＲ検査を直ちに実施すること。無症状や軽度者をホテル借り上げ等に

よる隔離や入院、関連施設の消毒等、迅速かつ万全に実施すること。 

  

３、感染者や濃厚接触者の疫学調査のみならず、周辺や生活領域に広く影響がでる可能性がある

ため、必要な地域等、積極的なＰＣＲ検査を速やかに行うこと。そのために臨時の検査所設置

やＰＣＲ等の検査ができる機器を有する車両派遣など、府市と連携し特別の体制を講じること。 

  

４、これ以上の感染拡大を防止し、速やかに収束させるため、米軍経ケ岬通信所の閉鎖もふくめ、

関係者の行動制限を徹底するとともに、感染防止ガイドラインの遵守を徹底させること。 

  

 

 

以上 


